
半
世
紀
前
に
予
見
さ
れ
た

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0

　

内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
が
策
定
し
た
「
第
５
期
科
学

技
術
基
本
計
画
」（
２
０
１
６
～
２
０
２
０

年
度
）
に
、
近
未
来
社
会
像
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
」
が
記

載
さ
れ
た
。
狩
猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工

業
社
会
、
情
報
社
会
に
次
い
で
、
人
類
史

で
５
番
目
の
時
代
区
分
に
な
る
創
造
社
会

を
目
指
す
と
い
う
。
こ
の
計
画
で
構
想
さ

れ
た
創
造
社
会
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
に

よ
っ
て
多
様
な
人
々
の
想
像
力
と
創
造
力

で
課
題
を
解
決
し
、
価
値
を
創
造
す
る
社

会
。
ま
さ
に
今
起
き
て
い
る
地
殻
変
動
で

あ
る
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
は
日
本
発
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
内
容

は
け
っ
し
て
目
新
し
く
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
に
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
社
会

像
の
変
遷
が
示
さ
れ
て
き
た
。
代
表
的

な
例
は
社
会
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
が

１
９
７
３
年
に
著
書
『
脱
工
業
社
会
』

で
提
起
し
た
「
脱
工
業
社
会
」
で
あ
る
。

次
の
記
述
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
の
原
型

に
も
見
え
る
。

　
〈
先
進
諸
国
は
、
21
世
紀
に
は
物
質
的

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
産
活
動

の
増
大
と
効
率
化
を
目
指
す
工
業
社
会
か

ら
、
知
識
・
情
報
を
中
心
と
す
る
人
間
の

関
係
や
協
調
に
社
会
の
焦
点
が
移
行
す
る

脱
工
業
社
会
に
向
か
う
〉

　

未
来
学
者
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が

１
９
８
０
年
に
著
し
た
『
第
三
の
波
』
も
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
。
狩
猟
社

会
か
ら
農
業
社
会
へ
の
移
行
を
「
第
一
の

波
」、
農
業
社
会
か
ら
産
業
社
会
へ
の
移

行
を
「
第
二
の
波
」、
そ
し
て
情
報
革
命

に
よ
る
産
業
社
会
か
ら
脱
産
業
社
会
へ
の

移
行
を
「
第
三
の
波
」
と
定
義
す
る
。
第

三
の
波
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
に

か
け
て
流
行
語
に
も
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
作
家
の
堺
屋
太
一
が
１
９ 

８
５
年
に
『
知
価
革
命
』
を
著
し
て
、
知

恵
が
価
値
を
生
む
「
知
価
社
会
」
の
到
来

を
予
見
し
た
。
同
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

「
工
業
社
会
が
終
わ
る
・
知
価
社
会
が
始

ま
る
」
で
、『
脱
工
業
社
会
』
や
『
第
三

の
波
』
と
視
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の

頃
か
ら
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
像
を
示
す

概
念
と
し
て
、
知
識
創
造
社
会
ま
た
は
価

値
創
造
社
会
が
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
限
ら

ず
、
政
府
文
書
に
書
か
れ
た
時
代
認
識
を

読
む
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
論
考

を
振
り
返
っ
て
お
く
と
、
文
書
の
背
景
を

読
み
取
れ
る
。

開発が進んでいる。
そしてその課題は何か～    

内閣府
科学技術・イノベーション推進事務局

参事官補佐

鶴田  舞 氏 

Society5.0でめざす
仮想空間と現実空間の融合
鍵は総合知でのイノベーション

厚生労働省
大臣官房厚生科学課  研究企画官

高江 慎一 氏 

諸外国の開発状況を見据え
健康・医療・介護分野で
AIの社会実装を進める

日本医師会　副会長

今村 聡 氏 

ＡＩはどう活用するかが大事
AIH推進センター設置で
医療従事者の負担軽減を目指す

ＡＩ研究者

韓  昌熙 氏

ＡＩで再定義される医療の在り方
簡単な診断や手術はＡＩが行う
課題は世界に大きく劣る開発力

株式会社エムネス
取締役副会長ファウンダー

霞クリニック  院長

北村 直幸 氏

遠隔画像診断センターを併設
医療支援クラウドサービスを
100医療機関に普及

東京慈恵会医科大学
先端医療情報研究部　助教

竹下 康平 氏

院内専用アプリの活用で
脳梗塞の血栓溶解療法開始時間が
来院から約30分短縮
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Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
め
ざ
す

心
と
心
が
通
い
合
う
医
療
現
場

　

科
学
技
術
基
本
計
画
は
第
６
期
（
２
０ 

２
１
～
２
０
２
５
年
度
）に
入
り
、
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
も
継
承
さ
れ
た
。こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
戦
略
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ひ
と
つ
に
、「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る
高
度
診
断
・
治
療
シ

ス
テ
ム
」（
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
概
要
は
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
技
術
を
用
い
た

「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
・

構
築
・
社
会
実
装
し
、
高
度
で
先
進
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。
同
時

に
医
療
機
関
に
お
け
る
効
率
化
を
図
り
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の

抜
本
的
な
業
務
負
担
の
軽
減
を
目
指
す
。

２
０
２
２
年
度
末
の
到
達
目
標
と
し
て
①

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
医
療
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
医
療
有
用
情

報
抽
出
技
術
の
開
発 

②
Ａ
Ｉ
の
診
療
現
場

へ
の
導
入
に
よ
る
、
医
師

－

患
者
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
時
間
の
倍
増
と
医
療
従
事
者
の

50
%
が
か
な
り
の
負
担
軽
減
を
実
感 

③

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
遠
隔
画
像
・
病
理
診
断
、

血
液
に
よ
る
超
精
密
診
断
法
の
開
発 

④
10

医
療
機
関
で
の
「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ス

テ
ム
」
導
入
モ
デ
ル
病
院
の
運
用
開
始
―

―
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
社
会
経
済
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て

「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
海
外
・
他

分
野
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
Ａ
Ｉ
医

療
機
器
産
業
の
振
興
と
医
療
情
報
産
業
の

活
性
化 

」「
シ
ス
テ
ム
運
用
に
伴
う
が
ん
の

治
癒
率
の
向
上
と
年
間
数
千
億
円
の
我
が

国
の
医
療
費
削
減
」
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る
高
度
診
断
・

治
療
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会
」
議
長
で
あ

る
公
益
財
団
法
人
が
ん
研
究
会
が
ん
プ
レ

シ
ジ
ョ
ン
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
・
シ
カ
ゴ
大
学
名
誉
教

授
）
中
村
祐
輔
は
、
昨
年
、
が
ん
個
別
化

医
療
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　

中
村
氏
は
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
ゴ
ー
ル

に
つ
い
て
、
内
閣
府
の
配
信
動
画
で
「
Ａ

Ｉ
に
よ
る
効
率
化
で
十
分
な
診
療
時
間
を

確
保
し
、
医
師
が
患
者
の
目
を
見
て
診
療

す
る
心
と
心
が
通
い
合
う
医
療
現
場
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
「
ホ

ス
ペ
ス
」（
旅
人
を
保
護
す
る
）で
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
も
ホ
ス
ペ
ス
か
ら
派
生
し
た

言
葉
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
、Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ

タ
ル
は
今
や
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
世
界
で
は
な

く
、医
療
機
関
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
か
っ
て

い
る
。

（
文
／
編
集
部
）

～画像診断、診断・治療支援、手術支援等の医療ＡIの
　　　　　　　   A Iの活用はどこまで進んでいるのか、
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いる。同時にAI（人工知能）もあらゆる分野で活用が進んでおり、医療分野においても現場の管理
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「□□□□□□□□□□□□□□□□」

Part

1

臣
を
議
長
と
し
た
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
事
務
局
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。
局
内
で
私
は
社
会
シ
ス
テ
ム

基
盤
に
関
わ
る
重
要
課
題
担
当
と
し
て
、

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
実
現
の
た
め
の
根
幹

を
な
す
技
術
の
一
つ
で
あ
る
Ａ
Ｉ
戦
略
や
、

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
な
ど
の
各
所
に
横
断
的
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
の

第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
日
本
が

め
ざ
す
べ
き
未
来
社
会
の
姿
と
し
て
提

唱
さ
れ
た
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
」
が
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
の
第

６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本

計
画
で
も
再
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
け

ま
す
か
。

鶴
田　

第
５
期
で
示
さ
れ
た
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
5.0
の
定
義
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮

想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
（
現
実
空

間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決

を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社
会
で
す
。
狩

猟
社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
1.0
）、
農
耕

社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
2.0
）、
工
業
社

会（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
3.0
）、情
報
社
会（
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
4.0
）
に
続
く
新
た
な
未
来

社
会
を
指
し
ま
す
。

■
鶴
田
参
事
官
補
佐
の
ご
経
歴
と
現
在
の

お
立
場
、
内
閣
府
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
の
役
割
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鶴
田　

東
京
工
業
大
学
を
卒
業
し
て
２
０ 

０
３
年
に
国
土
交
通
省
に
技
官
と
し
て
入

省
し
、
中
部
地
方
整
備
局
庄
内
川
河
川
事

務
所
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
地
震

防
災
研
究
室
、
同
河
川
環
境
研
究
室
、
国

土
計
画
局
広
域
地
方
計
画
課
、
国
立
研
究

開
発
法
人
土
木
研
究
所
河
川
生
態
チ
ー
ム

な
ど
を
経
て
今
年
４
月
、
現
職
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
の
間
に
熊
本
大
学
自
然
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
て
い
ま

す
。

　

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
は
、
科
学
技
術
基
本
法
の
改
正
に
と

も
な
い
今
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
推
進

の
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
、
内
閣
総
理
大

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
で
実
現
す
る
社
会

は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
繋
が

り
、
様
々
な
知
識
や
情
報
が
共
有
さ
れ
、

課
題
解
決
・
価
値
創
造
、
多
様
性
、
分
散
、

強
靭
、
持
続
可
能
性
・
自
然
共
生
な
ど
を

も
た
ら
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な

幸
せ
（w

ell-being

）
を
実
現
で
き
る
社

会
を
め
ざ
す
意
味
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

通
ず
る
要
素
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
で
は
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
の
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
膨
大
な
情
報

が
サ
イ
バ
ー
空
間
に
集
積
さ
れ
ま
す
。
サ

イ
バ
ー
空
間
で
は
、
こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
が
解
析
し
、
そ
の
結
果
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
空
間
の
人
間
に
様
々
な
形
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
創
出
で
き

な
か
っ
た
新
た
な
価
値
が
産
業
や
社
会
に

も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

■
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
4.0
か
ら
5.0
へ
の
移
行
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鶴
田　

4.0
か
ら
5.0
へ
の
移
行
は
連
続
的
に

は
で
き
ま
せ
ん
。
概
念
が
変
わ
る
の
で
、

技
術
革
新
を
し
な
い
と
5.0
に
は
移
行
で
き

な
い
と
考
え
て
い
て
、
第
６
期
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
の
中
に

も
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
総

Society5.0 でめざす
仮想空間と現実空間の融合
鍵は総合知でのイノベーション
政府がめざす社会像「Society5.0」は創造社会である。これまでの情報社会（Society4.0）
にイノベーションを仕掛けて推進する方針だ。指針となるのが第６期科学技術・イノベー
ション基本計画（2021 年度～ 2025 年度）である。その真髄について鶴田舞氏に聞いた。

内閣府　
科学技術・イノベーション推進事務局
参事官補佐

鶴田  舞 氏 
TSURUTA MAI
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合
知
に
よ
る
社
会
変
革
」
と
「
知
・
人
へ

の
投
資
の
好
循
環
」
と
い
う
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
特
定
の
分
野
だ
け
の
研
究

で
は
な
く
、
文
系
も
含
め
た
学
際
的
な
分

野
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
繋
が
る

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
と
い
う
社
会
像
の
普

及
啓
発
に
向
け
て
、
内
閣
府
が
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

鶴
田　

今
年
７
月
に
国
立
研
究
開
発
法
人

海
洋
研
究
開
発
機
構
と
共
同
で
「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
科
学
博
」
を
開
催
し
、
一
般

の
方
が
5.0
の
未
来
像
に
関
連
す
る
様
々
な

技
術
を
体
感
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
し

た
。
医
療
分
野
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
成
果
で
あ

る
大
腸
内
視
鏡
検
査
（
Ａ
Ｉ
に
よ
る
操
作

支
援
技
術
）や
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ「
ハ
ル
」

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
４

月
か
ら
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
の
イ
メ
ー
ジ
動
画
を
ア
ッ

プ
し
て
、
幅
広
く
利
用
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
動
画
の
利
用
申
請
は
こ
れ
ま

で
に
約
３
６
０
件
あ
り
、
大
学
・
高
校
・

中
学
校
か
ら
の
申
請
が
多
く
、
次
い
で
企

業
や
団
体
か
ら
が
多
い
で
す
。
授
業
の
教

材
、
社
内
・
職
員
教
育
の
教
材
と
し
て
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
想
像
で
き
な
か
っ
た
よ
う

に
、
今
の
時
点
で
「
5.0
は
こ
う
な
り
ま
す
」

と
明
確
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
動
画
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
方
向

性
と
し
て
は
こ
う
で
す
」
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。

■
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
国
際
経
済
活
動
の
支

配
が
強
ま
る
時
代
に
お
い
て
、
日
本
の
科

学
技
術
は
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
を
め
ざ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鶴
田　

第
６
期
計
画
に
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
5.0
を
普
遍
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
未
来

社
会
像
と
し
て
前
面
に
掲
げ
、
日
本
国
憲

法
が
高
々
と
謳
い
あ
げ
た
よ
う
に
、
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
一
角
を
占
め
て
国
際
社

会
に
お
い
て
名
誉
あ
る
地
位
を
確
立
す
る

こ
と
で
す
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
一
角

が
何
を
指
す
の
か
は
、
5.0
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
中
で
見
え
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
勝
ち
筋
を
見
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
医
療
や
福
祉
の
分
野
は

勝
ち
筋
に
乗
れ
る
重
要
な
分
野
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
で
最
も
高
齢

化
が
進
む
日
本
の
医
療
や
福
祉
が
「
日
本

モ
デ
ル
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
第
５
期
基
本
計
画
期
間
中
に
進
め
ら
れ

た
「
Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」
の
健
康・医
療・

介
護
分
野
の
重
点
的
な
課
題
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
設
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

鶴
田　

具
体
目
標
と
し
て
は
５
項
目
が
設

定
さ
れ
、
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
健
康
・

医
療
・
介
護
分
野
で

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る

た
め
の
デ
ー
タ
基

盤
の
整
備
②
日
本

が
強
い
医
療
分
野

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
技

術
開
発
の
推
進
と
、

医
療
へ
の
Ａ
Ｉ
活

用
に
よ
る
医
療
従

事
者
の
負
担
軽
減

③
予
防
、
介
護
分

野
へ
の
Ａ
Ｉ
／
Ｉ

ｏ
Ｔ
技
術
の
導
入

推
進
、
介
護
へ
の

Ａ
Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
活

用
に
よ
る
介
護
従 

事
者
の
負
担
軽
減

④
世
界
最
先
端
の

医
療
Ａ
Ｉ
市
場
と

医
療
Ａ
Ｉ
ハ
ブ
の

形
成
⑤ 

医
療
関
係

職
種
の
養
成
施
設
・

養
成
所
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
教
育
の
実
施
、
医
療
従

事
者
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
施

で
す
。
Ａ
Ｉ
戦
略
は
毎
年
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
「
Ａ
Ｉ
戦

略
２
０
２
１
」（
本
年
６
月
策
定
）
と
し

て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）
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Part

2

し
て
い
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
論
文
数
の
国
際
比
較
で

は
中
国
が
米
国
を
抜
い
て
ダ
ン
ト
ツ
の

ト
ッ
プ
で
、
日
本
は
６
位
と
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
高
江
研
究
企
画
官
か
ら
ご
覧
に
な
っ

て
、
日
本
の
Ａ
Ｉ
開
発
の
状
況
や
水
準
の

評
価
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
江　

こ
の
問
題
は
厚
労
省
だ
け
で
は
な

く
政
府
全
体
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
個
人

的
な
意
見
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
世
界
の
動
き
を
見
る
と
、
資

金
力
や
デ
ー
タ
の
収
集
能
力
で
日
本
が
見

劣
り
す
る
部
分
は
確
か
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
経
済
規
模
は
小
さ
な
国

家
を
上
回
っ
て
い
ま
す
し
、
単
純
に
比
較

す
れ
ば
勝
負
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自

動
運
転
で
は
ホ
ン
ダ
さ
ん
が
世
界
初
の
レ

ベ
ル
３
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し

ま
し
た
。

　

資
金
力
や
デ
ー
タ
収
集
能
力
だ
け
で
は

敵
わ
な
い
現
状
に
対
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
み
な

ら
ず
様
々
な
技
術
の
組
み
合
わ
せ
で
特
性

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
な
ど
キ
ラ
リ
と
光

る
も
の
を
求
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

特
色
を
活
か
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
医
療
分
野
の
Ａ

Ｉ
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
強
み
の
あ

る
分
野
を
き
ち
ん
と
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

が
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
高
江
研
究
企
画
官
の
ご
経
歴
と
現
在
の

お
立
場
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

高
江　

大
阪
大
学
薬
学
部
を
卒
業
し
て

１
９
９
４
年
に
薬
系
技
官
と
し
て
厚
生
省

（
当
時
）に
入
省
し
、
医
薬
食
品
局
に
配
属

さ
れ
た
の
ち
環
境
庁
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
出
向
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
医
薬
食
品
局
審
査
管
理
課
医
療
機

器
審
査
管
理
室
、
医
政
局
研
究
開
発
振
興

課
課
長
補
佐
、
医
政
局
経
済
課
課
長
補
佐
、

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ（
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
）

の
医
療
機
器
審
査
第
一
部
長
を
経
て
昨
年

８
月
、
現
職
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
担
当
は
、
厚
生
労
働
科
学
研
究

や
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
（
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
）

研
究
な
ど
研
究
全
般
に
関
わ
る
業
務
の
統

括
で
す
。
さ
ら
に
経
済
産
業
省
と
文
部
科

学
省
と
と
も
に
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に

と
も
な
う
倫
理
指
針
の
改
訂
な
ど
も
担
当

■
日
本
の
医
療
関
係
者
に
は
日
本
の
医
療

技
術
は
世
界
最
高
水
準
と
自
負
す
る
意
見

が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
相
反
し

て
医
療
分
野
の
Ａ
Ｉ
は
欧
米
に
比
べ
る
と

遅
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
江　

例
え
ば
医
療
機
器
と
し
て
承
認
さ

れ
て
い
る
数
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
欧

米
や
韓
国
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

は
事
実
で
す
。
一
方
昨
年
、
禁
煙
補
助
の

治
療
用
ア
プ
リ
が
出
て
き
て
保
険
収
載
ま

で
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
技
術
が
き
ち

ん
と
開
発
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
り
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
分
野
に
入
っ
て

く
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
医
師
が
立

ち
上
げ
た
企
業
な
ど
が
、
Ａ
Ｉ
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
開
発
を
活
発
に
進
め
て
い
ま

す
。

■
医
師
が
事
業
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
、

医
療
業
界
に
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
走
っ
て
い

る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見
方
を
さ
れ

る
風
潮
も
あ
り
ま
す
ね
。

高
江　

確
か
に
医
療
は
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ

な
業
界
で
す
が
、
そ
の
風
潮
は
だ
い
ぶ
薄

れ
て
き
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
特
性
が
強
み

と
な
る
画
像
診
断
な
ど
に
は
、
医
師
の
立

ち
上
げ
た
企
業
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て

い
ま
す
し
、
承
認
や
認
証
さ
れ
た
製
品
も

諸外国の開発状況を見据え
健康・医療・介護分野で
AIの社会実装を進める
ＡＩ開発では、いつ、何がリリースされ、市場が一変するか分からない。厚生労働省が３年前に
発足させた「保健医療分野ＡＩ開発加速コンソーシアム」には「加速」が挿入されているが、そ
れでも工程表通りに作業が進むとは限らない。厚労省の取り組みについて高江慎一氏に聞いた。

厚生労働省
大臣官房厚生科学課
研究企画官

高江 慎一 氏 
TAKAE SHINICHI
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出
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
が
浸
透
し

て
い
け
ば
医
師
の
起
業
に
対
す
る
誤
解
も

解
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
だ
か
ら
絶
対
に
精
度
が
高

い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
理
解

し
た
う
え
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
一
時
期
、

ア
メ
リ
カ
の
放
射
線
学
会
で
、
Ａ
Ｉ
が
ど

ん
ど
ん
進
化
す
れ
ば
放
射
線
医
が
要
ら
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
絶
対
に
医
師
は
必
要
で
す
。
こ

の
学
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
な
い

医
師
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

■
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
８
年
７
月
に

「
保
健
医
療
分
野
Ａ
Ｉ
開
発
加
速
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
議
論
の
進
捗
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

高
江　

諸
外
国
で
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
開
発
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
中
で
、
我
が
国
に
お

い
て
も
保
健
医
療
分
野
の
Ａ
Ｉ
開
発
で
諸

外
国
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く
、
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
課

題
や
対
応
策
を
検
討
す
る
た
め
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
ず
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
画
像

診
断
開
発
を
例
に
、
開
発
段
階
で
隘
路
に

な
っ
て
し
ま
う
ロ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。
開
発
段
階
を
９
つ
に

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る

際
な
ど
に
何
が
問
題
に
な
る
か
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
審
査
が
厳
し
く
て
通
ら
な
い
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
有
識
者
に
挙
げ
て
い

た
だ
い
て
、
解
消
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
模
索
が
あ
る
の
か
検
討
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
ロ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
解

消
に
向
け
た
工
程
表
と
、
ロ
ー
ド
ブ
ロ
ッ

ク
以
外
の
重
点
６
領
域
（「
画
像
診
断
支

援
」
を
は
じ
め
、「
ゲ
ノ
ム
医
療
」「
診
断
・

治
療
支
援
」「
医
薬
品
開
発
」「
介
護
・
認

知
症
」「
手
術
支
援
」）
に
関
す
る
必
要
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
今
は
事
後
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
作
業
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
き
ち
ん
と
進
ん
だ
ら
対
外
的
に

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ゴ
ー
ル
設
定
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
江　

最
終
的
に
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績

評
価
指
標
）
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、

大
き
な
目
的
と
し
て
は
健
康
・
医
療
・
介

護
分
野
で
Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
が
進
む
こ
と

で
す
。
た
だ
多
く
の
分
野
で
Ａ
Ｉ
の
開
発

ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
く
て
、
め
ま
ぐ
る

し
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
諸
外

国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

国
全
体
で
新
た
な
Ａ
Ｉ
戦
略
を
策
定
す
る

動
き
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
据
え
な
が

ら
厚
労
省
と
し
て
も
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。

■
社
会
実
装
の
評
価
基
準
と
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高
江　

医
療
の
場
合
は
比
較
的
簡
単
で
、

機
器
な
ら
承
認
を
取
っ
て
保
険
収
載
を
す

る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
で
す
。
目
に

見
え
る
社
会
実
装
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護

や
福
祉
の
分
野
で
も
補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー

に
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
行
政
と
の
関
わ

り
で
は
分
か
り
や
す
い
基
準
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
あ
と
は
現
場
で
選
ば
れ
て
実
際

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
実
装
が
で
き

た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
方
、
保
険
収
載
さ
れ
て
も

現
場
で
使
わ
れ
な
け
れ
ば
、
本
当
に
社
会

実
装
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
も
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

■
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
の
強
化
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
が
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
Ａ
Ｉ
人

材
育
成
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
江　

学
校
教
育
は
文
部
科
学
省
の
所
管

で
す
が
、
厚
労
省
で
は
厚
生
労
働
科
学
研

究
の
中
で
２
０
２
０
年
度
に
「
臨
床
研
究

等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
構
築
・
人
工
知
能
実
装
研

究
事
業
」
に
着
手
し
、
河
北
医
療
財
団
の

河
北
博
文
理
事
長
に
研
究
班
長
を
お
願
い

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
学
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
含
め
た
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
ま
だ
進
行
中
で

す
が
、
成
果
を
受
け
て
卒
前
卒
後
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
医
学
教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ａ

Ｉ
の
基
礎
知
識
を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
を

作
り
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
す

る
の
は
文
科
省
の
所
管
な
の
で
、
厚
労
省

は
動
画
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
の
で
す
。

■
海
外
で
は
Ａ
Ｉ
に
精
通
し
た
医
師
が
多

い
の
で
し
ょ
う
か
。

高
江　

諸
外
国
で
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
盛
ん
で
、
医
療
機
器
の
開
発
に

医
師
が
ど
ん
ど
ん
参
画
し
て
き
て
い
る
の

で
、
Ａ
Ｉ
に
詳
し
い
医
師
が
自
然
に
増
え

る
と
い
う
土
壌
が
で
き
て
い
ま
す
。
日
本

と
比
べ
て
医
療
現
場
の
Ａ
Ｉ
導
入
が
進
ん

で
い
る
背
景
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
日
本
の
医
師
は
多
忙
す
ぎ
て

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い

け
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
文
／
編
集
部
）
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Part

3

い
と
対
応
で
き
な
い
の
で
す
。

　

医
療
機
関
の
中
に
は
日
常
的
に
往
診
が

出
来
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い

医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
の
診

療
科
や
機
能
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
し
て
在
宅
治
療
や

人
材
の
提
供
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
協

力
を
先
生
方
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
対
応
を
機
に
、
医
療
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
以
前
に
増
し
て
要
請
さ
れ
る
気
運

に
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

今
村　

国
が
進
め
て
い
る
Ｉ
T
化
の
推
進

は
、
医
療
機
関
で
作
成
す
る
こ
と
が
必
要

な
、
手
書
き
の
書
類
を
単
に
電
子
化
す
る

だ
け
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で
も
、「
Ｖ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
」（
ワ
ク
チ
ン

接
種
円
滑
化
シ
ス
テ
ム
）や「
Ｖ
Ｒ
Ｓ
」（
ワ

ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
）、「
Ｈ
Ｅ
Ｒ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
」（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
個
別
に
動

い
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
で
は
入
力
作

業
が
非
常
に
大
変
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
て
、
し
か

も
大
文
字
・
小
文
字
・
特
殊
文
字
・
数
字

の
組
み
合
わ
せ
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
８
月
18

日
の
記
者
会
見
で
中
川
俊
男
会
長
は
、
改

正
特
措
法
に
基
づ
い
て
大
型
イ
ベ
ン
ト
会

場
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
に
臨
時
の
医
療

施
設
を
開
設
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
医
師
と
看
護
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
新

規
感
染
者
が
非
常
に
増
え
て
き
た
こ
と

で
、
治
療
が
必
要
な
患
者
も
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
軽
症
の
患
者
に
対

す
る
自
宅
療
養
や
ホ
テ
ル
療
養
で
の
観
察

や
治
療
に
加
え
て
、
中
等
症
の
患
者
専
用

の
医
療
施
設
を
新
た
に
設
置
し
て
診
療
し

て
い
く
体
制
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
認

識
で
す
。
体
制
の
整
備
に
は
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
確
保
を
ど
う
す

る
か
、
各
団
体
と
の
相
談
を
続
け
て
い
ま

す
。「
日
本
は
病
床
が
多
い
の
に
…
…
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
医
療
従
事
者
が
い
な

共
通
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
設
定
で
き
ま
せ

ん
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、
か
え
っ
て
事
務

作
業
が
も
の
凄
く
増
え
て
い
ま
す
ね
（
笑
）。

■
Ｉ
Ｔ
化
が
業
務
の
効
率
化
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
労
働
時
間
を
増
や
し
て
し
ま

い
、
働
き
方
改
革
に
逆
行
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
進
す
る
医
療

機
関
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
基

礎
自
治
体
、
都
道
府
県
、
国
の
補
助
が
あ

り
ま
す
が
、
要
件
や
請
求
対
象
な
ど
は
違

い
ま
す
か
ら
提
出
す
る
書
類
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
員
も

夜
中
ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
事
務
作
業
の
煩
雑
さ
や
作
業
量
の
効

率
化
の
た
め
の
改
善
策
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
今
村
先
生
が
Ｉ
Ｔ
化
で
関
わ
っ
て
お
ら

れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

今
村　

日
本
医
師
会
と
し
て
死
亡
診
断
書

の
Ｉ
Ｔ
化
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
医
師
が

電
子
化
さ
れ
た
死
亡
診
断
書
に
入
力
す
れ

ば
、
瞬
時
に
自
治
体
と
厚
生
労
働
省
に
伝

達
さ
れ
、
統
計
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
家
族
が
死
亡
し
て
も
死
亡
診

断
書
を
自
治
体
に
届
け
ず
、
何
年
も
年
金

を
受
け
取
り
続
け
る
と
い
う
犯
罪
も
防
げ

ＡＩはどう活用するかが大事
AIH推進センター設置で
医療従事者の負担軽減を目指す
新型コロナ対策で医療機関ではＩＴ化が進んでいるように見えるが、実態はそうではない。医療
のデジタル化のなかで顕著になった課題を踏まえ、どのような事業が進められているのか。日本
医師会が運営するＡＩホスピタル推進センターの取り組みなどと併せて今村聡氏に聞いた。

日本医師会
副会長

今村 聡 氏 
IMAMURA SATOSHI
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ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
で
す
が
１
０
４
歳

で
死
亡
し
た
親
の
子
供
が
80
歳
の
場
合
、

多
く
の
届
出
を
行
う
の
は
困
難
だ
と
思
い

ま
す
。
死
亡
診
断
書
を
I 

T
化
す
る
こ
と

で
全
て
の
届
出
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
難

し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
遺
族
の
負
担

は
相
当
減
り
ま
す
。

　

こ
の
話
を
す
る
と
、
ど
の
省
庁
も
「
そ

れ
は
い
い
で
す
ね
」
と
賛
同
し
て
く
れ
ま

す
が
、
省
庁
間
の
調
整
な
ど
の
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
行
政
改
革
担
当
大
臣
に
提

案
し
ま
し
た
。
現
在
は
大
臣
の
指
令
の
も

と
各
省
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
め
ら
れ
て
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

■
貴
会
が
推
進
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
事
業
の
最

新
事
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

今
村　

２
０
１
８
年
に
施
行
さ
れ
た
次
世

代
医
療
基
盤
法
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関
は

法
令
に
基
づ
く
認
定
事
業
者
に
対
し
て
医

療
・
健
診
・
介
護
な
ど
の
医
療
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
医

師
会
は
一
般
財
団
法
人
日
本
医
師
会
医
療

情
報
管
理
機
構
を
設
立
し
て
認
定
事
業
者

に
な
り
、
今
年
４
月
か
ら
国
立
病
院
機
構

傘
下
の
48
病
院
の
診
療
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
認
定
は
き

わ
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
今
の
と

こ
ろ
認
定
事
業
者
は
京
都
大
学
と
日
本
医

師
会
だ
け
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
よ
り
安

全
で
高
精
度
な
医
療
A 

I
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
よ
る
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
目

指
し
た
、「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
普
及
と

推
進
の
た
め
、
日
本
医
師
会
内
に
「
Ａ
Ｉ

ホ
ス
ピ
タ
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ａ

Ｉ
H
推
進
セ
ン
タ
ー
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
村　

２
０
１
８
年
度
の
内
閣
府
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
S
I
P
）
第
２
期
に
お
い
て
、
医
療
分

野
に
お
け
る
S
o
c
i
e
t
y
5.0
の
実
現

に
向
け
た
課
題
と
し
て
「
A 

I
（
人
工
知

能
）
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る
高
度
診
断
・
治

療
シ
ス
テ
ム
」
研
究
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
の
目
標
は
A 

I
、
I
o
T
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
技
術
を
用
い
た
「
A 

I
ホ
ス
ピ

タ
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
・
構
築
・
社
会

実
装
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
で
先
進
的

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
に
お
け
る
効
率
化
を
図
り
、
医

師
や
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
抜
本
的

な
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

内
閣
府
と
し
て
の
事
業
を
社
会
実
装
さ

せ
る
た
め
に
、
研
究
期
間
中
に
社
会
実
装

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
現
在
研
究
中
の
医
療
A 

I

に
加
え
て
、
研
究
以
外
で
開
発
さ
れ
て
い

る
医
療
A 

I
も
搭
載
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
に

向
け
た
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
貴
会
内
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
H
推
進
セ

ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

こ
れ
ま
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
独
自

の
仕
様
で
、
個
々
の
医
療
機
関
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
て
提
供
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

半
面
教
師
と
し
て
、
医
療
A 

I
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
質
の
高
い
医
療
A 

I
サ
ー

ビ
ス
を
多
く
の
医
療
機
関
等
に
廉
価
、
且

つ
、
公
平
に
提
供
す
る
た
め
の
医
療
A 

I

サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
、
新
た
な
技
術
開
発
の

た
め
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
開
発
基
盤
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
医
師
や
医
療
機
関
で
は

煩
雑
な
手
続
き
や
個
別
の
事
業
者
と
シ
ス

テ
ム
接
続
を
せ
ず
に
、
適
正
な
価
格
で
、

い
つ
で
も
医
療
A 

I
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
も
つ
機

関
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
設
立
し
た
機

関
が
「
日
本
医
師
会
A 
I
ホ
ス
ピ
タ
ル
推

進
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
A 

I
を
利
用
さ
れ
る
医
師
等
に
は

セ
ン
タ
ー
に
利
用
者
登
録
を
行
っ
て
頂
き
、

医
療
A 

I
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に

利
用
者
登
録
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
、
医

師
主
導
に
よ
る
医
療
A 

I
開
発
支
援
や
A 

I
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
普
及
広
報
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
成
果
に
ご
期
待
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
医
療
介
護
事
業
経
営
者
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

今
村　

医
療
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
や
I
o
T
の

技
術
導
入
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
部
分

で
、
ど
う
活
用
す
る
か
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
医
療
や
介
護
の
事
業
者
単
位
と
し

て
、
患
者
情
報
の
収
集
体
制
の
構
築
や
、

患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
新
た
な
A 

I
開
発
へ
の

デ
ー
タ
提
供
な
ど
、
医
療
技
術
の
向
上
の

た
め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
見
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
医
療
の
本
質
と
い
う
の
は

人
対
人
と
い
う
の
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す

が
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
で
医
師
対
患

者
の
関
係
が
濃
密
に
な
る
の
か
、
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

文
／
編
集
部
）
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Part

4

か
っ
た
の
で
、
日
本
一
が
取
れ
る
ブ
ル
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
実

際
に
30
歳
以
下
で
は
、
自
分
が
日
本
一
の

研
究
業
績
を
有
し
て
い
ま
す
ね
。
さ
ら
に
、

Ａ
Ｉ
に
は
「
み
ん
な
が
健
康
か
つ
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
社
会
を
創
れ
る
力
が
あ
る
」
と

も
思
い
ま
し
た
。

■
論
文
数
や
引
用
数
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く

ら
い
で
す
か
？

韓　

英
語
論
文
を
16
本
（
う
ち
第
一
著
者

13
本
）
書
い
て
い
て
、
４
８
３
回
引
用
さ

れ
ま
し
た
。
論
文
は
Ａ
Ｉ
分
野
の
国
際
学

会
論
文
集
や
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
専
門
書
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
僕
は
昔
か
ら
文
章
を
書

く
こ
と
が
得
意
で
、
人
の
３
倍
の
ペ
ー
ス

で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
Ａ
Ｉ
研
究

が
日
本
よ
り
遥
か
に
進
ん
で
い
る
海
外
の

ト
ッ
プ
大
学
で
研
究
で
き
た
の
も
、
研
究

実
績
を
残
す
上
で
大
き
か
っ
た
で
す
。

■
Ａ
Ｉ
画
像
診
断
の
精
度
が
専
門
医
を
超

え
る
と
、
医
師
の
在
り
方
も
変
わ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
と
見
通

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

韓　

全
て
の
疾
患
の
診
断
が
Ａ
Ｉ
で
代
替

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
希

少
疾
患
や
デ
ー
タ
取
得
が
困
難
な
疾
患

は
、
依
然
と
し
て
医
師
に
よ
る
診
断
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
人
間

■
韓
さ
ん
の
ご
経
歴
と
医
療
A
I
の
研

究
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

韓　

１
９
９
３
年
生
ま
れ
で
、
出
身
は
韓

国
の
釜
山
で
す
。
16
歳
で
東
京
大
学
に
合

格
し
、
博
士
号
（
情
報
理
工
学
）
も
東
大

で
取
得
し
ま
し
た
。
海
外
で
は
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
工
科
大
学
で
留
学
、
ミ
ラ
ノ
・
ビ
コ
ッ

カ
大
学
お
よ
び
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
訪

問
研
究
を
し
、
国
内
で
は
国
立
情
報
学
研

究
所
・
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
セ
ン

タ
ー
の
外
来
研
究
員
、
国
立
国
際
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
病
院
・
放
射
線
診
断
科
の
客

員
研
究
員
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
の

画
像
解
析
企
業
で
あ
る
㈱
エ
ル
ピ
ク
セ
ル

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
補
佐
に
就
き
ま
し
た
。
現
在
は

独
立
し
て
、
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起

業
を
準
備
中
で
す
。

　

医
療
Ａ
Ｉ
研
究
に
携
わ
っ
た
き
っ
か
け

は
、
日
本
で
は
関
わ
っ
て
い
る
人
が
少
な

と
Ａ
Ｉ
の
強
み
は
異
な
る
の
で
、
相
互
補

完
的
な
関
係
が
理
想
的
で
し
ょ
う
。
医
師

は
不
要
な
検
査
・
手
術
を
減
ら
す
た
め
に

特
異
度
を
優
先
し
て
診
断
し
ま
す
が
、
Ａ

Ｉ
は
見
逃
し
が
な
い
よ
う
に
感
度
を
優
先

し
ま
す
。
医
師
が
専
門
性
の
低
さ
や
疲
労
、

時
間
的
制
限
が
原
因
で
ミ
ス
を
起
こ
す
一

方
で
、
Ａ
Ｉ
は
測
定
装
置
や
測
定
条
件
、

対
象
の
違
い
が
原
因
で
ミ
ス
を
起
こ
す
と

こ
ろ
も
違
い
ま
す
ね
。

　

今
後
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
医
師
が

Ａ
Ｉ
と
と
も
に
診
断
や
手
術
を
し
た
り
、

簡
単
な
診
断
や
手
術
は
Ａ
Ｉ
だ
け
で
行
う

こ
と
が
当
た
り
前
の
世
の
中
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
人
間
に
は
ほ
ぼ
で
き
な

い
予
後
予
測
や
副
作
用
判
定
、
最
適
な
手

術
・
薬
の
選
定
は
、
完
全
に
Ａ
Ｉ
に
置
き

換
わ
っ
て
、
医
師
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

意
思
決
定
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
新
し
い
手
術
や
薬
の
開
発
に
も

Ａ
Ｉ
は
大
き
く
関
与
し
て
く
る
は
ず
で
す
。

■
そ
の
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
シ
ン
ギ
ュ

ラ
リ
テ
ィ
が
起
き
た
場
合
、
医
療
も
含
め

て
何
が
実
現
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

韓　

２
０
４
５
年
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

が
訪
れ
た
ら
、
Ａ
Ｉ
は
本
当
の
意
味
で
自

己
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
類
の

全
知
能
を
も
超
え
て
し
ま
う
の
で
、
地
球

温
暖
化
や
資
源
不
足
、
紛
争
と
い
っ
た
あ

AIで再定義される医療の在り方
簡単な診断や手術はAIが行う
課題は世界に大きく劣る開発力
メディアでは「カリス 東大 AI 博士」として知られる韓昌熙氏は、医療 AI の研究でも実績を残
している。「AI が自動車産業や金融業をはじめ、あらゆる産業を再定義してきたように、医療も
例外ではない」。そう断言する韓氏に AI 導入で変わる医療の将来像、AI 開発の課題などを聞いた。

ＡＩ研究者

韓  昌熙 氏 
HAN  CHANGHEE
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り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。
今
は
そ
の
手
前
の
過
渡
期
で
、

僕
た
ち
は
新
人
類
に
進
化
す
る
ま
で
の
奇

跡
の
世
紀
に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
韓
さ
ん
は
医
療
Ａ
Ｉ
を
普
及
さ
せ
る
に

は
収
益
化
が
重
要
だ
と
強
調
し
、
収
益
化

方
法
と
し
て
人
員
を
削
減
し
た
「
Ａ
Ｉ
病

院
」
を
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
の
病
院
で
す
か
。

韓　

診
断
に
限
ら
ず
、
診
察
予
約
に
合
わ

せ
た
人
員
配
置
や
問
診
な
ど
あ
ら
ゆ
る
業

務
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
病
院
で
す
。
韓
国

で
は
主
要
な
大
学
病
院
は
ど
こ
も
Ａ
Ｉ
を

導
入
し
て
い
る
の
で
、
日
本
の
病
院
は
か

な
り
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
日
本
の
病
院
で
Ａ
Ｉ
導
入
が
遅
れ
て
い

る
の
は
何
が
要
因
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

診
療
報
酬
体
系
や
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
）
の
審
査
体
制
な
ど

様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

韓　

そ
も
そ
も
日
本
の
医
療
Ａ
Ｉ
開
発
は

世
界
最
先
端
の
国
々
か
ら
10
倍
以
上
の
圧

倒
的
な
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
僕
が
調

べ
た
と
こ
ろ
、
承
認
済
み
の
Ａ
Ｉ
医
療
機

器
は
日
本
に
11
製
品
あ
り
ま
す
が
、
韓
国

は
70
製
品
、
ア
メ
リ
カ
は
放
射
線
関
連
だ

け
で
１
２
６
製
品
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
放
射

線
関
連
だ
け
で
１
６
８
製
品
で
す
。

　

遅
れ
た
理
由
は
２
つ
で
す
。
ま
ず
Ａ
Ｉ

分
野
全
体
が
遅
れ
て
お
り
、
特
に
医
療
Ａ

Ｉ
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
「T

ortoise M
edia

」
は
毎
年
、

各
国
の
Ａ
Ｉ
分
野
に
お
け
る
投
資
・
革
新
・

社
会
実
装
に
応
じ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
（
上
記

の
表
）
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は

２
０
１
９
年
に
９
位
で
、
翌
年
に
は
15
位

に
凋
落
し
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
規
制
関
連
で
課
題
が

山
積
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
２
０
２
１
年

3
月
に
初
め
て
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
医
療
機

器
へ
の
該
当
性
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
該
当
性
に

関
す
る
言
及
の
み
で
、
製
品
開
発
・
薬
事

申
請
方
法
や
既
承
認
製
品
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

管
理
方
法
は
不
明
瞭
で
す
。
保
険
収
載
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
な
方
向
性
は
示
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
策
は
提
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
な
ぜ
、そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
遅
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

韓　

日
本
人
の
性
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
気
概
や

気
迫
が
な
い
こ
と
が
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
海
外
で
は
新
し
い
分
野
を
創
っ
て
い

く
、
成
り
上
が
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
保
険
点
数
を
決
め

る
時
に
も
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
の
動
き
を

見
て
、
平
均
点
を
取
る
と
い
う
決
め
方
を

し
て
い
ま
す
。
結
果
、
導
入
が
海
外
に
比

べ
て
数
年
後
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
国
際
学
会
で
も
、
日
本

か
ら
の
参
加
人
数
は
韓
国
の
半
分
以
下
で

す
が
、
日
本
の
人
口
を
考
え
た
ら
お
か
し

い
で
し
ょ
う
。

■
日
本
で
は
、内
閣
府
が
「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
の
研
究
開
発
を
進
め
、厚
労
省
は
「
保

健
医
療
分
野
Ａ
Ｉ
開
発
加
速
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
を
運
営
し
、
医
療
A
I
開
発
の

促
進
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
政
府
の
取
り

組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

韓　

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
韓
国
・

中
国
と
い
っ
た
医
療
Ａ
Ｉ
先
進
国
と
比
較

す
る
と
、
投
資
の
規
模
が
あ
ま
り
に
も
少

な
く
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
遅
過
ぎ
る
の

で
、
結
局
、
全
然
勝
負
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
産
業
を
育
て
る
に
し
て
も
、
捨
て
る

に
し
て
も
、
ま
ず
は
分
野
ご
と
の
選
択
と

集
中
が
必
要
で
す
。
現
状
は
、
日
本
が
主

導
し
て
こ
の
分
野
を
成
長
産
業
に
す
る
の

で
は
な
く
、
他
の
国
々
が
先
導
し
て
数
年

後
に
日
本
が
小
規
模
の
投
資
で
追
い
つ
い

て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま

だ
と
ジ
リ
貧
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

■
有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
少

な
い
こ
と
も
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ

ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
総
投
資
額
は

２
０
２
０
年
に
16
・
７
兆
円
で
し
た
が
、

日
本
で
は
１
５
１
２
億
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

韓　

日
本
に
は
何
で
も
大
企
業
が
決
め
て

し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
ね
。
医

療
Ａ
Ｉ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
政
府
の

委
員
会
に
も
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

人
が
誰
ひ
と
り
と
し
て
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
大
企
業
が
主
導
す
る
と
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
補
助
金
を
審
査
す
る
委
員
も
大
企

業
の
人
が
多
く
、
構
造
的
な
欠
陥
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
政
府
が
医
療
Ａ
Ｉ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
っ
た
時
に
は
、
委
員
の
８
割
は
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
か
ら
で
し
た
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
主
導
し
た
ほ
う
が

効
率
的
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
成

長
す
る
環
境
も
醸
成
さ
れ
ま
す
。

■
日
本
の
Ａ
Ｉ
開
発
が
ジ
リ
貧
に
向
か
う

の
を
防
ぐ
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

韓　

総
理
大
臣
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で

す
。〝
総
理
の
方
針
に
は
反
論
を
認
め
な

い
〟
ぐ
ら
い
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、

日
本
の
Ａ
Ｉ
開
発
に
は
必
要
で
す
。

（
文
／
編
集
部
）
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Part

5

医
師
を
志
し
て
い
て
、
消
去
法
で
放
射
線

科
を
選
び
ま
し
た
。
一
人
の
患
者
さ
ん
の

全
て
を
把
握
し
た
医
療
を
や
り
た
い
、
田

舎
で
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
診
療

し
た
い
と
欲
張
り
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
、
様
々
な
病
気
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
多
種
多
様
な
病
気
に
関

わ
れ
る
と
い
う
理
由
で
放
射
線
科
を
選
ん

だ
の
で
す
。

　

医
療
現
場
で
働
き
な
が
ら
画
像
診
断
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
な
る
一
方

で
、
世
間
と
違
っ
て
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
共
有
で
き
な
い
な
ど
医
療
提
供
体
制

の
問
題
点
も
気
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
広

島
市
民
病
院
時
代
、
見
る
か
ら
に
状
態
の

悪
い
30
代
後
半
の
女
性
の
患
者
さ
ん
の
画

像
を
見
て
み
る
と
、
ど
こ
が
原
発
な
の

か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
ガ
ン
が
悪
化
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
方
の
身
体
を
半
年
ぐ
ら

い
前
に
撮
っ
た
C 

T
画
像
の
レ
ポ
ー
ト
に

は
「
異
常
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
を
見
る
と
膵
臓
に
腫
瘍
が
確
認

で
き
た
の
で
、
半
年
前
に
的
確
な
画
像
診

断
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
手
術
が
で
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
時
、
広
島
県
内
で
画
像
診
断
医
不
在

の
8
医
療
機
関
が
、
セ
コ
ム
さ
ん
に
遠
隔

画
像
診
断
を
依
頼
し
て
い
て
、「
異
常
な
し
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
病
院
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
実
態
に
私
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受

■
北
村
先
生
の
ご
経
歴
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

北
村　

１
９
９
３
年
広
島
大
学
を
卒
業

し
、
広
島
大
学
医
学
部
放
射
線
医
学
教
室

に
入
局
。
そ
の
後
、
中
国
労
災
病
院
、
社

会
保
険
広
島
市
民
病
院
に
勤
務
し
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
に
遠
隔
画
像
診
断
セ
ン

タ
ー
を
運
営
す
る
㈱
エ
ム
ネ
ス
（
創
業
時

は
有
限
会
社
）
を
設
立
し
、
２
０
０
７
年

に
代
表
取
締
役
に
就
任
※
。
２
０
１
５
年

に
霞
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
ま
し
た
。
現

在
は
広
島
市
医
師
会
の
代
議
員
も
務
め
て

い
ま
す
。（
※
現
在
は
取
締
役
副
会
長
）

■
エ
ム
ネ
ス
を
設
立
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
で
す
か
。

北
村　

話
せ
ば
長
く
な
り
ま
す
（
笑
）。

も
と
も
と
私
は
画
像
診
断
だ
け
に
興
味
が

あ
っ
て
医
師
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
で
言
う
総
合
診
療
医
を
め
ざ
し

け
、
早
期
の
画
像
診
断
を
手
が
け
よ
う
と

思
い
、
10
年
上
の
先
輩
医
師
と
放
射
線
技

師
と
私
の
3
名
で
起
業
し
た
の
で
す
。

■
病
院・ク
リ
ニ
ッ
ク
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
』
開
発
の
背
景

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

北
村　

当
時
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
な

く
、
C 

T
や
M
R
I
装
置
も
今
か
ら
見

れ
ば
陳
腐
な
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
胸
部

の
C 

T
検
査
で
画
像
を
見
る
と
き
に
は
40

～
50
枚
が
普
通
で
、
多
く
て
も
２
０
０
枚

ほ
ど
で
し
た
の
で
、
地
元
の
企
業
と
一
緒

に
開
発
し
た
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
画
像
診

断
業
務
に
は
事
足
り
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
撮
影
装
置
の
進
歩
と
と
も
に
I 

T
化
の

波
が
来
て
、
1
症
例
で
２
０
０
～
３
０
０

枚
は
あ
た
り
ま
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
数

千
枚
の
画
像
を
見
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
多
く
の
大
病
院
が

使
用
す
る
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム
に
投
資
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
も
今
も
多
く
の
遠
隔
画
像
診
断
セ

ン
タ
ー
は
、
個
人
情
報
保
護
を
理
由
に
診

断
が
終
了
し
た
画
像
を
捨
て
て
い
ま
す

が
、
質
の
高
い
画
像
診
断
を
行
う
に
は
過

去
画
像
と
の
対
比
が
必
要
で
、
当
社
は
最

初
か
ら
画
像
を
溜
め
て
い
ま
す
。
し
か
し

溜
め
れ
ば
溜
め
る
ほ
ど
費
用
が
か
か
る
問

題
に
直
面
し
て
い
た
と
き
、
ク
ラ
ウ
ド

遠隔画像診断センターを併設
医療支援クラウドサービスを
100医療機関に普及
クリニックでありながら MRI ２台、CT1 台、CT 搭載車 1 台を導入し、放射線診断専門医の集
団 8 名が画像診断を行う霞クリニック（広島市）。院長の北村直幸氏は遠隔画像診断センターの
株式会社エムネス取締役副会長を兼務している。北村氏の取り組みを聞いた。

株式会社エムネス
取締役副会長ファウンダー
霞クリニック  院長

北村 直幸 氏 
KITAMURA NAOYUKI
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サ
ー
ビ
ス
を
知
り
、『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
』

の
開
発
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

医
療
界
に
は
他
の
病
院
の
デ
ー
タ
を
知

り
た
い
が
、
自
分
の
病
院
の
デ
ー
タ
は
出

し
た
く
な
い
と
い
う
医
師
が
多
い
の
で
す

が
、
私
は
医
師
に
な
っ
た
頃
か
ら
「
デ
ー

タ
は
患
者
さ
ん
の
も
の
だ
」
と
い
う
思
い

を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
カ
ル
テ
に
書
い

た
コ
メ
ン
ト
は
医
師
に
所
有
権
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
血
液
検
査
結
果
や

画
像
デ
ー
タ
は
患
者
さ
ん
が
支
払
う
医
療

費
で
得
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
法
的
に
も

患
者
さ
ん
に
所
有
権
が
あ
る
の
で
す
。

　

病
院
は
一
時
的
に
お
預
か
り
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
患
者
さ
ん
に
ど
う
戻
し
て

い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
中
ど
こ
で
も
患
者
さ
ん
が
希
望
す
る

医
師
に
デ
ー
タ
を
診
て
も
ら
え
る
体
制
を

整
え
る
の
が
、
当
社
が
描
く
理
想
像
で
す
。

そ
の
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

し
ま
し
た
。

■
霞
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

北
村　

エ
ム
ネ
ス
を
一
緒
に
立
ち
上
げ
た

10
年
上
の
先
輩
医
師
が
開
業
し
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
先
生
が
霞

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
期
に
広
島
大
学
病
院
の
先
生
か

ら
「
大
学
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
２
～
３

カ
月
ぐ
ら
い
待
つ
状
態
な
の
で
、
大
学
病

院
の
近
く
に
質
の
高
い
検
査
が
で
き
て
質

の
高
い
診
断
レ
ポ
ー
ト
を
届
け
て
く
れ
る

医
療
機
関
が
ほ
し
い
」
と
相
談
さ
れ
た
の

で
す
。
先
輩
医
師
の
思
い
と
重
な
っ
て
、

エ
ム
ネ
ス
が
社
屋
を
建
て
、
霞
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
賃
貸
し
、
エ
ム
ネ
ス
所
属
の
画
像
診

断
医
が
交
替
で
診
療
を
支
援
す
る
と
い
う

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

そ
の
２
年
後
、
私
の
個
人
事
業
と
し
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

エ
ム
ネ
ス
で
開
発
中
の
L
O
O
K
R
E
C

を
自
ら
実
臨
床
で
試
用
し
、
修
正
や
改
善

を
重
ね
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る

性
能
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
た
の
で
す
。

　

広
島
大
学
病
院
か
ら
は
複
数
の
診
療
科

か
ら
画
像
診
断
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
の
開
発
で
大
学
病
院

の
診
療
科
と
共
同
研
究
を
行
う
関
係
が
で

き
て
い
ま
す
。

■
『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
』
の
基
本
的
な
仕

組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

北
村　

も
と
も
と
は
遠
隔
画
像
診
断
の

ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
病
院
で

撮
影
し
た
C 

T
や
M
R
I
の
画
像
を
遠
隔

地
に
い
る
先
生
が
み
て
、
診
断
レ
ポ
ー
ト

を
書
き
、
病
院
に
レ
ポ
ー
ト
を
届
け
る
と

い
う
一
連
の
工
程
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
画
像
を
「
溜

め
る
」、
溜
め
た
画
像
を
「
見
る
」、
診
断

結
果
を
「
記
録
す
る
」、
画
像
や
診
断
結

果
を
「
共
有
す
る
」
と
い
う
4
つ
の
基
本

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

同
業
他
社
も
多
く
の
ク
ラ
ウ
ド
が
あ
り

ま
す
が
、我
々
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
で

あ
るGoogle Cloud Platform

（GCP

）

上
に
設
計
し
た
の
で
、専
用
の
ソ
フ
ト
が
要

り
ま
せ
ん
。こ
れ
が
他
社
と
の
違
い
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

さ
え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
遠
隔

画
像
診
断
業
務
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
『
L
O
O
K
R
E
C
』
は
、
患
者

さ
ん
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

ま
す
。
現
在
試
験
的
に
、
霞
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
お
い
て
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
Q 

R

コ
ー
ド
で
結
び
付
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

ス
マ
ホ
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
自
身
の
検

査
画
像
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
す
で
に
３
０
０
０
名
以
上
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
遠
征
先
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
地
域
で
検
査
を
受
け
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
は
重
宝
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
も
利

用
し
て
い
ま
す
。（
プ
ロ
野
球
3
球
団
を

は
じ
め
J
リ
ー
グ
や
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
に
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。）

■
個
人
情
報
保
護
へ
の
懸
念
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

北
村　

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
ど
の
企
業
も
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
多
く
の
予
算
と
人
員
を
割
い

て
い
て
、
情
報
漏
洩
対
策
で
は
世
界
最
高

水
準
な
の
で
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
ク
ラ
ウ
ド
を

使
う
こ
と
が
最
も
安
全
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
昨
今
は
10
年
に
1
度
、

１
０
０
年
に
1
度
と
言
わ
れ
る
規
模
の
自

然
災
害
が
、
毎
年
ど
こ
か
で
発
生
し
て
い

る
の
で
、
院
内
に
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
こ

と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
で
す
が
、
ク
ラ
ウ

ド
上
な
ら
安
心
で
き
ま
す
。

■
『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
』
の
普
及
状
況
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

北
村　
『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
』
は
我
々
だ
け

で
な
く
１
０
０
を
超
え
る
医
療
機
関
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
、
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
う
展
開
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
世

界
中
の
医
療
機
関
で
利
用
で
き
る
体
制
に

持
っ
て
い
く
方
針
で
す
。
エ
ム
ネ
ス
の
人

員
体
制
も
拡
充
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
セ
ー

ル
ス
担
当
を
増
員
し
て
社
員
は
１
１
４
名

に
な
り
ま
し
た
。
医
師
は
13
名
、
非
常
勤

医
師
は
70
名
ほ
ど
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

常
勤
医
師
2
名
で
す
が
、
エ
ム
ネ
ス
の
医

師
に
も
業
務
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）
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Part

6

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
医
療
費
の
分
析

や
、
デ
バ
イ
ス
の
開
発
支
援
、
ド
ク
タ
ー

や
ナ
ー
ス
の
導
入
ニ
ー
ズ
と
企
業
の
営
業

ニ
ー
ズ
を
調
整
す
る
実
務
責
任
を
担
っ
て

い
ま
す
。

■
貴
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
導
入
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹
下　

２
０
１
５
年
に
医
療
機
関
の
先
陣

を
切
っ
て
実
施
し
た
の
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
切
り
替
え
で
す
。

関
連
病
院
も
含
め
て
約
３
５
０
０
台
を
切

り
替
え
ま
し
た
。
こ
の
切
り
替
え
が
あ
る

か
ら
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

通
常
、
病
院
で
は
医
療
機
器
へ
の
影
響

を
考
量
し
て
電
波
の
弱
い
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
使
っ

て
い
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
に
切
り
替
え
た
こ

と
で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ア
プ
リ
を
使
え
ば
診
療

の
質
や
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
向
上
し
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
よ
う
な
会

話
機
能
を
備
え
た
「
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
」
と
い
う

院
内
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
例
え
ば
若

い
ド
ク
タ
ー
が
患
者
さ
ん
の
状
況
を
上
司

に
報
告
し
て
指
示
を
受
け
る
な
ど
、
困
っ

た
症
例
で
必
要
な
情
報
連
携
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
特
殊
な
形
式
に
よ
る
撮
影
・
送

信
で
画
像
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
遠

隔
で
の
画
像
診
断
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
竹
下
先
生
の
ご
経
歴
と
現
在
の
担
当
業

務
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

竹
下　

岡
山
大
学
薬
学
部
を
卒
業
し
て

２
０
１
０
年
に
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
）
に
プ
ロ
パ
ー
職
員
と
し

て
就
職
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス
の
レ

ビ
ュ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
薬

系
技
官
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
出
向
し
ま

し
た
。
医
政
局
経
済
課
で
メ
デ
ィ
カ
ル
デ

バ
イ
ス
に
つ
い
て
企
業
か
ら
相
談
を
受
け

て
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
申
請
す
る
業
務
を
担

当
し
、
２
０
１
５
年
に
研
究
職
と
し
て
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
に
移
籍
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
の
連
携
で
介
護
デ
ー
タ
を
分
析
し
て

転
倒
な
ど
の
予
兆
を
事
前
に
察
知
し
、
介

護
士
が
そ
の
リ
ス
ク
に
注
意
し
な
が
ら
介

護
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
医
療
費
削
減
が
叫
ば
れ

使
用
に
際
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
要
件
を
設
定
し
て
、

情
報
漏
洩
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

■
導
入
効
果
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い

て
伺
え
ま
す
か
。

竹
下　

治
療
に
入
る
時
間
が
早
く
な
り
ま

し
た
。
脳
梗
塞
の
場
合
、
治
療
時
間
が
早

く
な
れ
ば
麻
痺
を
低
減
で
き
ま
す
。
Ｊ
ｏ

ｉ
ｎ
導
入
前
後
で
、
急
性
期
脳
梗
塞
の
治

療
は
来
院
か
ら
血
栓
溶
解
療
法
開
始
ま
で

が
81
分
か
ら
64
分
へ
と
17
分
短
縮
さ
れ
、

来
院
か
ら
血
管
内
開
始
ま
で
が
１
４
１
分

か
ら
１
１
０
分
へ
と
31
分
も
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。

■
他
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
開
発
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

竹
下　

一
般
の
方
向
け
に
、
救
命
・
緊
急

対
応
を
補
助
す
る
「
Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
と
い
う

ア
プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
テ
ン
ポ
や
、
一
次
救
命
処
置
の
流
れ
、

近
隣
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
情
報
、
子
ど
も
が
熱
を
出

し
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
を
検
索
で
き
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
般
の
コ

ロ
ナ
禍
で
は
、
日
本
に
入
国
す
る
と
き
の

検
疫
に
備
え
て
全
員
が
「
Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
厚
労
省
と

取
り
決
め
て
い
ま
す
。
Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
使
っ

た
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
体
調
確
認
や
、
14

院内専用アプリの活用で
脳梗塞の血栓溶解療法開始時間が
来院から約30分短縮
2015 年、東京慈恵会医科大学附属病院は関連病院も含め、約 3500 台の PHS をスマートフォ
ンに切り替えた。院内専用アプリでは医師や看護師の出勤時間帯が可視化され、ナースコー
ル時に患者の様子が表示される。AI・ICT 導入の現状を竹下康平氏に聞いた。

東京慈恵会医科大学　
先端医療情報研究部
助教

竹下 康平 氏 
TAKESHITA KOHEI
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日
間
の
隔
離
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
で
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

も
運
用
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
は
、
患

者
氏
名
、
部
屋
番
号
、 

呼
出
種
別
が
表
示

さ
れ
、
呼
出
か
ら
応
答
ま
で
数
秒
程
度
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
ス
マ
ホ
の
場
合
、
呼
出
か
ら
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ア
プ
リ
に
は

感
染
症
、
救
護
区
分
、
担
当
看
護
師
な
ど

の
文
字
情
報
に
加
え
て
、
ベ
ッ
ド
カ
メ
ラ

映
像
の
表
示
も
可
能
で
す
。
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
が
一
斉
に
鳴
っ
て
も
、
看
護
師
は
優
先

順
位
を
判
断
し
て
訪
室
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
看
護
師
は
日
勤
帯
や
夜
勤
帯

な
ど
出
勤
時
間
が
変
動
し
ま
す
が
、
ス
マ

ホ
の
出
勤
情
報
を
見
れ
ば
、
今
の
時
間
に

は
誰
が
出
勤
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
ス
マ
ホ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
は
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
っ
て
い
な
い
と
、
通
常
は
な
か
な
か
見

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
て
ス

マ
ホ
に
入
れ
て
必
要
な
と
き
に
、
そ
の
場

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
現
場
の
職
員
が
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ

て
自
分
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
れ
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的
に
は
働
き

方
改
革
の
促
進
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
貴
院
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

竹
下　

医
師
の
働
き
方
改
革
に
悩
ん
で
い

る
病
院
経
営
者
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
当

院
で
は
ド
ク
タ
ー
の
勤
務
時
間
を
見
え
る

化
し
て
い
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
使
う
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に

も
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｏ
ｎ
を
病

院
の
出
入
り
口
に
設
置
し
て
、
そ
の
前
を

ド
ク
タ
ー
が
通
過
す
る
と
自
動
で
デ
ー
タ

が
送
信
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
の
在
院
時
間
が

登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
記
録
を
勤
務

実
態
デ
ー
タ
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
実
証

実
験
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
す
ぐ
に
一
部
の
診

療
科
で
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
実
験
で

得
ら
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
、
時
間
管
理

を
ど
う
改
善
す
る
か
な
ど
を
詰
め
て
い
く

方
針
で
す
。
来
年
に
は
全
て
の
診
療
科
に

導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
厚
労
省
に
在
籍
さ
れ
た
ご

経
験
も
踏
ま
え
て
、
日
本
の
医
療
界
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

竹
下　

Ａ
Ｉ
を
使
う
目
的
が
ズ
レ
て
い
る

よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

目
的
の
設
定
が
上
手
く
で
き
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
根
本
的
に
不
足
し
て
い

る
の
は
コ
ス
ト
の
把
握
で
、
非
常
に
弱
い

と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
何
か
を
創
り
出
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
付
加
価
値
を
見

出
せ
る
と
し
た
ら
現
状
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
、
手
作
業
を
代
行
し
て
効
率
化
す
る

こ
と
の
２
点
で
す
。
こ
の
２
点
に
し
か
使

え
な
い
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
と
、
効
率

化
の
観
点
で
は
、
運
用
コ
ス
ト
と
比
べ
て

明
確
な
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
導
入
し
て
も

定
着
し
ま
せ
ん
。

■
院
内
に
コ
ス
ト
分
析
の
で
き
る
人
材
が

い
な
い
と
、
ベ
ン
ダ
ー
任
せ
に
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
弊
害
も
あ
り
ま
す
か
。

竹
下　

病
院
が
組
織
を
維
持
す
る
に
は
診

療
報
酬
を
気
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、

財
務
担
当
者
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
加
算

を
取
ろ
う
と
か
、
診
療
報
酬
に
誘
導
さ
れ

が
ち
で
す
。
そ
の
反
面
、
診
療
報
酬
以
外

の
こ
と
へ
の
執
着
が
想
像
以
上
に
低
く
、

対
策
も
弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
厚
労
省

の
政
策
を
受
け
な
が
ら
も
、
医
療
機
関
の

ス
タ
ン
ス
と
し
て
経
営
を
底
上
げ
す
る
に

は
、
も
っ
と
根
本
的
な
対
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
今
の
診
療
報
酬
の
水
準
で
は
Ａ
Ｉ
や
I

Ｃ
Ｔ
に
投
資
が
で
き
な
い
の
で
、
補
助
金

が
必
要
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
も
活

用
が
遅
れ
て
い
る
要
因
で
し
ょ
う
か
。

竹
下　

診
療
報
酬
を
付
け
て
い
る
側
は
Ａ

Ｉ
だ
か
ら
導
入
す
る
べ
き
と
は
考
え
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
診
療
報
酬
は
保
険
料
が

財
源
な
の
で
患
者
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
と
支
払
え
ず
、
病
院
の
経
営
効
率
を
上
げ

る
た
め
に
診
療
報
酬
を
使
う
こ
と
は
予
算

の
趣
旨
に
反
し
ま
す
。
本
来
、
病
院
が
自

己
努
力
で
投
資
を
し
て
経
営
効
率
を
上
げ

る
べ
き
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
の
認
識
が
育
っ

て
い
ま
せ
ん
。
厚
労
省
は
何
ら
か
の
誘
導

を
か
け
る
べ
き
で
す
が
、
特
定
の
シ
ス
テ

ム
を
入
れ
れ
ば
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い

た
め
手
を
付
け
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

■
Ｉ
Ｔ
化
が
手
作
業
の
電
子
化
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
、
業
務
の
中
身
を
改
善
す
る

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
な
い
た
め
に
、
入
力

作
業
に
よ
っ
て
労
働
時
間
が
か
え
っ
て
増

え
て
し
ま
う
問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。

竹
下　

そ
の
問
題
は
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

－

19
へ
の
対
応
で
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
や

り
と
り
よ
り
も
デ
ー
タ
の
管
理
な
ど
考
え

て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
ま
す
が
、
三
方
よ

し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
病
院
側
に
は

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
い
う
説
明

で
各
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
場
で
働
く
人
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
考
え
る
と
改
善
の
余
地
は
残
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）
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